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活動銀河核 (AGNs)トーラスが中心天体を覆う割合 (Covering Factor; CF)は、Type-1と Type-2 AGNsの割
合を決定する上で重要な役割を果たす。AGNの統一モデルとして、X線分光観測から輻射制御トーラスモデル
が提案されている (Ricci et al. 2017)。このモデルにおいて、CFは Eddington ratio(REdd)により決定される。
REddが 10−2より低い場合、CF ≃ 80%である。一方、REddが 10−2より高い場合、輻射圧によりダストを含む
ガスが吹き飛ばされるので、CF ≃ 30%まで下がると考えられている。ただし、X線スペクトル解析において薄
い平板によるコンプトン散乱モデルが仮定されており、これは高い CFの値と矛盾している。
多次元輻射流体計算の場合、物質の角度方向の分布が得られるので、直接CFを求められる。Kudoh et al. (2024)

は、REdd = 10−3, 10−2, 10−1, 100に対して 2次元軸対称輻射流体計算を行い、得られたCFとX線観測から得ら
れたCFを比較した。この結果、REddが低い場合、両者は一致するが、REddが高い場合、計算から得られたCF
の方が大きいことがわかった。ただし、この比較では中性水素と電離水素を区別していなかった。電離水素は電
子を持たないので光電吸収を起こさない。すなわち、輻射流体計算結果とX線観測結果を比較するには、中性水
素のみに対する CFを計算する必要がある。
そこで本研究では、Kudoh et al. (2024)の輻射流体計算結果に基づいて光電離平衡計算を行った (Tanimoto et

al. 投稿済み)。本講演では、中性水素と電離水素のCFと中性水素のみのCFがどの程度異なるのか、光電離平衡
を考慮した場合、計算から得られたCFはX線観測から得られたCFを説明可能なのかどうかについて議論する。


